
本時の目標 

生かしたい児童 

人権教育の視点 

指導事例の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人権課題） 

こども 
こどもの人権について学ぼう 

 特別支援学校に通うこどもたちは、生活経験の不足や、関わる人が限定的になりやすいことから、権

利について意識する機会はあまりありません。しかし、こどもたちが社会に出ることを考えたとき、「自

分の権利を守ること」「他者と良好な人間関係を築くこと」は自立と社会参加のために必要です。 

今回の授業では、「こどもの権利」について知り、自分にとって大切なものを 10個並べ、友達と意見

交換するという活動をとおして、児童自身の人権の大切さに気付くとともに、自他の意見の違いに気付

き、それらを尊重することで、よりよい人権関係を醸成する機会としていきます。 

・ 「こどもの権利」について知り、自分にとって大切なものを考えてランキングを作り、友達と意見

交換することをとおして、自分のもっている権利に気付き、大切にしようという意識を高めるとと

もに、自分の意見とは違う友達の意見も尊重し、他者の権利も守ろうとする力を養う。 

 

・ 自分自身が大切な存在であるという感情を育むとともに、友達の意見が様々であることを知ること

で、自分と同じように友達の個性も大切にし、よりよい人間関係をつくろうとする態度を育てる。 

（実践力） 

 

 

 

・ 小学６年、通常学級に在籍する児童 A は視覚障害を有する全盲の児童である。自分の意見を発表

したり、友達に自分の気持ちを伝えたりすることには慎重で、なかなか伝えられない傾向はあるが、

相手を気遣った言葉掛けをすることができる。今回の授業では、この児童のよさを取り上げ、温かい

言葉を掛け合うことで、よりよい人間関係をつくろうとする意識を高めさせたい。 

 

今回は「こどもの権利」についての理解を深め、どの権利も大切であること、自分も友達も大切

な存在であることについて気付き、身近な人との人間関係を醸成する態度を育てます。 

さらに次の発達段階である中学生の目標につなげていくために、「戦争」や「暴力」といった人権

侵害の内容についても触れることで、他者の気持ちを想像する感受性を養うとともに、人権の意義

に気付き、人権が尊重された社会の大切さについて意識できるようにしていきます。 

人権教育の目標を踏まえた次の発達段階につなげるポイント 
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展 開 

特別支援教育の視点を

踏まえた支援 

補助教材・補助資料等 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学習活動 

・指導上の留意点 

◎人権教育上の配慮 
資料・準備物 

導

入 

１  学習内容を確認す
る。 

 
 

・学習内容について確認し、分か
りやすく説明する。 

 
◎温かな雰囲気を作れるよう、
児童の発言にフィードバック
を行う。 

・PC 
・モニター 
 

展

開 

２ 「子どもの権利条約」
から、児童にとって考
えやすいものを 10 個
取り上げ、自分にとっ
て大切だと思う順に並
び替えを行う。 

 
※10 個の権利に関して
は実態に応じて内容や
個数を検討する。 

 
３ 互いのランキングを
発表し合い、比較する。 

 
 
 
 
４ 友達の考えたランキ
ングを参考に自分のラ
ンキングを見直し、自
他の大切な権利を守る
ためにどのようにして
いく必要があるか考え
る。 

・児童にとって身近なものを 10
個選んで取り上げて示す。 

 
・具体的な内容を説明する中で、
自分に置き換えて考えられる
ように丁寧に説明する。 

 
・じっくり考える時間を設け、自
分なりに納得したランキング
を作れるようにする。 

 
◎ほかの人の意見も聞くことが
できるように配慮する。 

・自分の考えたものと比較でき
るよう、友達のランキングの
カードも並べておく。 

 
・友達とランキングの理由につ
いて話し合うことで、自分と
違う考え方があること、それ
ぞれに大切にしたいことがあ
ることを知ることができるよ
うにする。 

・「戦争」や「暴力」などは身近
でないことが考えられるが、
身近にある子どもたちも世界
にはいることに触れ、それら
の子の気持ちを想像する機会
をもつ。 

◎よりよい人間関係を築こうと
する気持ちを高めるために、
それぞれの意見を褒めたり、
互いの意見を認め合ったりさ
せる。（実践力） 

 

・「子どもの権
利条約」カ
ード×人数 

 
 
 
 
 
 
 
 
・筆記用具（点
字盤等） 

ふ
り
か
え
り 

５ 意見を発表し合う。 
 
 
 
 

・十分に考える時間をもたせ、自
分の言葉で考えを表現できる
ようにする。 

◎友達の考えを聞くことで、自
分の考えを深められるように
する。 

 

このような特性のある児童生徒、いませんか？ 

【視覚や見え方に障害がある・読み書きに困難を感じる】 

情報保障 
 
友達の発言につい

て、必要に応じて言
葉で補足説明をしま
しょう。 

見え方に応じた支援 
 
・使いやすいカード
（拡大文字・UDフ    
ォント・白黒反
転・点字等） 

・児童の人数分のカ
ードの準備 

読むことの負担軽減 
 
使用するカードは

項目だけ（イ、生き
る権利等）にすると
負担軽減につながり
ますね。 

日本ユニセフ協会抄訳  「読んでみよう！『子どもの権利条約』 第１～40条」 

 「ランキングを比較
しながらお互いの権
利を大切にする行動
を考えよう。」 
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